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挿入した双極pacing catheter を用い， 90回/minより開始し，狭心発作の誘発時または150回/min を
MP時として終了した。術後のMP値は，術前のMP値と同心拍数として比較検討した。各種血行動態





術前後安静時の心拍数は67.3=t 9.0/ min , 77.0 =t 9.9/ minであり，術後に有意に増加した。 MP 時の
心拍数は術前後共に139.0 =t13.8/ minであった。




冠静脈洞血流量は安静時で、は術前78.6 士 19.9ml/min より術後107.2 :t25.6ml / min へ， MP 時では術
前139.7土 57.2ml/min より術後182.9 :t 53.6ml/minへと有意に上昇した。
心筋酸素消費量は安静時では術前8.9士 2.4ml/min より術後12.5 士 3.9ml/min へと， MP時では術前
15.0 士5.6ml/min より術後19.5 :t 6.5ml/minへと有意に増加した。
心筋乳酸摂取率は安静時では術前28.0 士 14.0% と正常であったが， MP時には-2.5 :t 30.0% まで有意
に低下した。これに対し術後では安静時30.4:t 9.0% ， M P時においても 25.3 :t 10.2% と正常範囲であり，
MP時において術後有意に改善した。
術前の心筋乳酸摂取量は安静時1.5 ::t1.lmg/ min より MP時0.0 ::t1.8mg/ minへと有意に低下したが，
術後では安静時2.8士 1.5mg/min より MP時4.2士 2.8mg/min と有意な改善を示した。
[総括]
A-Cバイパス術前後にAP負荷テストを行い， MP時における冠予備能の回復について，冠循環お
よび心筋代謝の面より検討した。
1 )術後MP時における冠静脈洞血流量および心筋酸素消費量は，術前MP時のそれらに比し有意な増
加を示した。
2) 術前ではMP時の心筋乳酸摂取率および心筋乳酸摂取量は安静時に比し有意に低下したが，術後に
おいてはMP時には有意の低下を認めず，心筋虚血の改善が示された。
3) 以上より，術前術後にMP負荷を行うことにより， A-Cバイパス術は術前に認められた心筋の嫌
気性代謝を改善させ，術後冠予備能を回復させることが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本研究では虚血性心疾患症例に対する大動脈・冠動脈バイパス術の術後遠隔期における冠循環と心筋
代謝の改善J性について検討がなされている。
その結果，術前術後に最大ペーシング負荷を行うことにより，大動脈・冠動脈バイパス術は術前に認
められた心筋の嫌気性代謝を改善させ，術後冠予備能を回復させることが明らかとなった。
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この知見は虚血d性心疾患に対する大動脈・冠動脈バイパス術の手術効果を明らかにしたものであり，
手術適応の指針になるものと考えられる。
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